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予算 

 10万円 

宇宙線研でのミーティング旅費 
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Augerによる宇宙線空気シャワー中の 

ミューオン過剰の報告 
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L. Collica et al.  

 ICRC2015 

Phys. Rev. Lett. 117.192001(2016) 



Auger実験でのミューオン成分の識別 

 水チェレンコフ検出器はミューオン成分に対する感度
が高い 

 Θ>60ではミューオン成分がdominant 
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e, gamma muon 

信号：小 

信号：大 



明野/AGASA実験でのミューオン検出器 
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111台シンチレーション検出器 

27台ミューオン検出器 

AGASA実験 

(~2004 Jan.) 



研究目的 

 明野/AGASA実験では空気シャワー中のミュー

オン成分を分離観測しているが、そのデータで
もミューオン過剰が見られるか？ 

 最新のモンテカルロシミュレーションと比較して
化学組成を推定する 
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AGASAミューオン検出器 

シミュレーション 
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GEANT4を用いた入射角依存のエネルギー閾値の評価 

Very Preliminary 

30cmの鉄の吸収層 



明野ミューステーション 

シミュレーション 
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GEANT4を用いた入射角依存のエネルギー閾値の評価 

Very Preliminary 

2mのコンクリート吸収層 



空気シャワー横方向発達分布 
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CORSIKA EPOS-LHC, 1019.5eV, q=24o 

Proton Iron 

Very Preliminary Very Preliminary 
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S(600)-rm(600,Em>1GeV) 

<secθ>=1.1 

 E>1019eVはAGASA検出器、 

E<1019eVは明野 

ミューステーションで計算 

 AGASA検出器のエネル

ギー閾値の違いは実験と
同様1/1.4で補正 

 E>1019eVはAGASA lateral

を使ってrm(1000) から
rm(600)に換算 



まとめ 

 AGASA/明野で観測されたミューオンデータと
CORSIKA EPOS-LHCによるシミュレーションミューオン
データの比較を行った。 

 ミューオン-電磁成分比の実験データはほぼ、シミュ

レーションの陽子と鉄から期待される値の間に位置し
ていそうである。 

 シミュレーションの統計を上げるとともに解析の影響を
考慮する必要がある。 

 実験とシミュレーションでの横方向発達分布の違いが
ミューオン比の計算に影響を与えるのでさらに調べる
必要がある。 
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